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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
２
６
Ｇ

【
作
者
名
】

　
羅
魅

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
あ
る
不
思
議
な
世
界
の
お
話
。
こ
の
世
界
に
は
、
霊
を
操
り
、
人
間
の
魂

を
吸
い
、
そ
の
魂
の
力
で
霊
だ
け
の
世
界
を
作
ろ
う
と
す
る
、
霊
魂
軍
と
名
乗

る
謎
の
集
団
が
現
れ
た
。
そ
の
計
画
を
阻
止
す
べ
く
立
て
ら
れ
た
組
織
『
Ｇ
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
†
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
そ
の
組
織
に
所
属
す
る
、
主
人
公
式
折
慶
（
１

４
歳
・
独
身
ｗ
）
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
†
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
戦
士
達
と
、
霊
魂
団
と

の
、
壮
絶
（
？
）
な
闘
い
が
今
、
幕
を
開
け
る
っ
！
！
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霊
滅
師
　
～
ゴ
ー
ス
ト
・
ハ
ン
タ
ー
ズ
～

「
う
わ
ぁ
ぁ
あ
っ
、
ゴ
、
霊
だ
！

ゴ
ー
ス
ト

　
早
く
、
誰
か
早
く
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
　
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
を
呼
ん
で
く
れ
ぇ
っ
！

ゴ
ー
ス
ト

ハ
ン
タ
ー

！
」

ざ
わ
っ
・
・
・
（
住
人
が
騒
ぎ
出
す
）

プ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・
・

『
も
し
も
し
、
慶
ク
ン
？
　
今
、
東
地
区
で
、
霊
が
現
れ
た
の
！
　
行
け
る
か

ケ
イ

し
ら
？
』

「
あ
あ
、
大
体
１
分
く
ら
い
で
着
く
は
ず
だ
け
ど
・
・
・
」

『
じ
ゃ
あ
、
お
願
い
ね
』

「
了
解
！
」

俺
は
、
式
折
 

慶

シ
キ
オ
リ

ケ
イ

こ
の
世
界
に
は
、
突
如
、
霊
を
操
り
、
人
間
の
魂
を
吸
い
、
そ
の
魂
の
力
で
霊

だ
け
の
世
界
を
作
ろ
う
と
す
る
、
霊
魂
軍
と
名
乗
る
、
謎
の
集
団
が
現
れ
た
。

そ
の
計
画
を
阻
止
す
べ
く
、
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
俺
の
所
属
す
る
組
織
『

Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
だ
。

ゴ
ー
ス
ト

ハ
ン
タ
ー
ズ

こ
の
組
織
に
は
、
霊
を
滅
す
る
特
別
な
力
を
持
っ
た
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
、
現
場
に
着
き
そ
う
だ
。

「
せ
り
ゃ
あ
っ
！
」

　ザ
シ
ュ
ッ
！
！
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「
よ
し
、
こ
の
程
度
の
霊
な
ら
、
一
撃
で
倒
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
・
・
・
」

「
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
・
」

「
あ
あ
、
礼
に
は
お
よ
ば
ね
ぇ
よ
」

そ
う
言
っ
て
、
俺
は
そ
の
場
を
去
っ
た
。
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朱
音
の
家
へ
・
・
・

『
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
の
戦
士
は
、
一
人
一
人
が
自
分
に

ゴ
ー
ス
ト

ハ
ン
タ
ー
ズ

適
合
し
た
武
器
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
武
器
は
『
霊
滅
武
器
』
と
呼
ば
れ
、
決
ま
っ
た
者
だ
け
が
、
扱
う
事
が
で

き
る
。

こ
の
武
器
を
使
う
と
、
霊
体
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

俺
の
武
器
は
、
『
滅
霊
剣
』
名
の
通
り
、
剣
形
の
武
器
だ
。

め
つ
れ
い
け
ん

こ
の
他
に
も
、
武
器
は
色
々
な
種
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
今
度
説
明
し
よ

う
。

さ
っ
き
倒
し
た
の
は
、
普
通
の
下
級
霊
だ
。

ゴ
ー
ス
ト

だ
が
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
、
奴
ら
に
指
示
を
出
し
て
い
る
者
が
居
る
事
が
判

明
し
た
。

詳
し
い
事
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
俺
た
ち
は
そ
の
指
令
者
を
『
霊
操
者
』

れ
い
そ
う
し
ゃ

と
呼
び
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
立
つ
者
を
『
霊
操
王
』
と
呼
ん
で
い
る
。

れ
い
そ
う
お
う

『
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
は
、
普
段
は
霊
滅
団
と
呼
ば
れ
て

め
つ
れ
い
だ
ん

い
る
。

今
日
は
、
そ
の
霊
滅
団
の
仲
間
で
あ
り
、
同
級
生
で
も
あ
る
、
朱
音
の
家
へ
行

ア
カ
ネ

く
事
に
な
っ
て
い
る
。

何
を
し
に
行
く
か
と
い
う
と
、
遊
び
に
行
く
訳
で
は
な
い
。

本
部
か
ら
、
二
人
で
下
級
霊
数
体
と
戦
っ
て
ほ
し
い
と
の
指
示
が
出
た
の
だ
。

俺
は
、
ド
ア
の
前
に
立
ち
、
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
た
。
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『
ピ
ン
ポ
～
ン
』

「
ど
な
た
で
す
か
？
」

俺
は
、
返
答
す
る
。

「
式
折
で
す
」

シ
キ
オ
リ

「
あ
あ
、
慶
君
ね
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
、
開
け
る
か
ら
」

ケ
イ

・
・
・
・
・
、
し
ば
ら
く
し
て
、
玄
関
の
ド
ア
が
開
い
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
♪
」

朱
音
の
母
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

俺
も
、
あ
い
さ
つ
す
る
。

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
あ
が
っ
て
い
い
わ
よ
」

「
は
い
、
お
邪
魔
し
ま
す
」

「
朱
音
に
用
か
し
ら
？
」

「
あ
、
は
い
、
ち
ょ
っ
と
・
・
・
」

俺
は
、
２
階
に
上
が
り
、
朱
音
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
た
。

『
コ
ン
、
コ
ン
』

「
朱
音
～
、
入
る
ぞ
～
？
」
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朱
音
の
部
屋
～
自
宅

俺
は
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
た
。

そ
の
ま
ま
、
ド
ア
を
開
く
。

「
何
の
用
？
」

い
き
な
り
、
聞
か
れ
た
。

「
い
や
、
実
は
な
・
・
・
」

俺
は
、
コ
コ
に
来
た
理
由
を
話
し
た
。

「
は
ぁ
？
私
と
、
ア
ン
タ
が
？
」

「
何
か
文
句
で
も
あ
ん
の
か
よ
！
？
」

「
い
や
、
無
い
」

「
無
い
な
ら
言
う
な
よ
っ
！
」

「
あ
～
も
う
、
い
ち
い
ち
五
月
蝿
い
わ
ね
！
」

「
お
前
が
文
句
ね
ぇ
の
に
、
は
ぁ
？
、
と
か
言
う
の
が
悪
ぃ
ん
だ
よ
！
」

「
分
か
っ
た
わ
よ
、
謝
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
！
？
」

「
い
や
、
別
に
そ
こ
ま
で
は
・
・
・
・
」

「
「
・
・
・
・
・
・
・
」
」

二
人
の
間
に
、
沈
黙
が
な
が
れ
る
・
・
・

先
に
口
を
開
い
た
の
は
、
朱
音
だ
っ
た
。

ア
カ
ネ

「
と
に
か
く
、
慶
と
私
で
、
下
級
霊
を
倒
し
に
行
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
？
」

ケ
イ

ゴ
ー
ス
ト

「
ん
？
　
あ
あ
、
そ
う
だ
・
・
・
」

「
場
所
」

「
は
？
」

「
場
所
は
？
」

「
え
、
い
や
・
・
・
」
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「
ア
ン
タ
馬
鹿
？
　
場
所
分
か
ん
な
き
ゃ
意
味
な
い
で
し
ょ
！
？
」

「
馬
鹿
で
悪
か
っ
た
な
！
！
」

朱
音
は
そ
れ
以
上
、
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

「
本
部
に
聞
く
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
・
・
・
」

『
は
い
、
こ
ち
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
本
部
』

ゴ
ー
ス
ト

ハ
ン
タ
ー
ズ

「
あ
、
式
折
　
慶
で
す
」

シ
キ
オ
リ

ケ
イ

『
シ
キ
オ
リ
　
ケ
イ
君
ね
・
・
・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
』

「
は
い
・
・
・
」

お
そ
ら
く
、
俺
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
な
の
だ
ろ
う
。
一
応
、
本
人
か

確
認
を
し
て
る
ん
だ
ろ
う
。

『
は
い
、
い
い
わ
よ
、
要
件
は
？
』

「
え
っ
と
、
今
度
の
下
級
霊
討
伐
の
話
な
ん
で
す
が
」

『
え
え
、
そ
れ
で
？
』

「
え
っ
と
・
・
・
、
俺
た
ち
の
担
当
区
域
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
」

『
え
ぇ
っ
と
・
・
・
、
西
地
区
よ

け
ど
、
ど
こ
に
来
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
他
の
地
区
に
も
何
人
か
人
は
行
か

せ
る
ら
し
い
わ
』

「
そ
う
で
す
か
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

電
話
を
切
っ
て
、
電
話
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
な
お
し
た
。

「
西
地
区
だ
っ
て
よ
」

「
西
地
区
ね
、
分
か
っ
た
わ
」

「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
今
度
」

「
う
ん
」

俺
は
、
朱
音
の
部
屋
を
出
て
、
階
段
を
下
り
た
。

「
も
う
帰
る
の
？
」

朱
音
の
母
が
聞
い
て
き
た
。
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「
あ
、
ハ
イ
」

「
そ
う
、
じ
ゃ
あ
ね
」

「
は
い
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
」

玄
関
を
出
て
、
自
分
の
家
へ
向
か
う
。

数
分
で
、
家
に
着
い
た
。

玄
関
を
開
け
て
、
中
に
入
る
。

「
た
だ
い
ま
～
」

（
っ
て
、
誰
も
居
な
か
っ
た
な
・
・
・
）

俺
の
親
は
二
人
と
も
働
い
て
い
て
、
夜
遅
く
ま
で
帰
っ
て
こ
な
い
。

な
の
で
、
夕
飯
作
り
な
ど
は
全
て
自
分
で
や
る
。

俺
は
、
て
き
と
う
に
夕
飯
を
作
り
、
歯
磨
き
を
し
て
、
風
呂
に
入
っ
た
。

特
に
見
た
い
テ
レ
ビ
や
、
ハ
マ
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
も
無
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら

く
本
を
読
ん
で
、
寝
た
。
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戦
い
に
備
え
て
・
・
・

「
ふ
あ
ぁ
ぁ
・
・
・
・
・
・
」

「
ん
？
　
朝
か
・
・
・
」

俺
は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
た
。

今
日
は
、
特
に
用
事
は
無
い
。

か
と
言
っ
て
、
休
み
の
期
間
な
の
で
、
学
校
で
の
授
業
も
無
い
。

「
す
る
事
ね
ぇ
な
・
・
・
」

と
り
あ
え
ず
、
朝
飯
を
作
っ
て
、
洗
濯
を
し
た
り
、
家
事
を
一
通
り
や
っ
た
。

親
は
、
朝
早
く
か
ら
仕
事
に
出
て
い
る
。

暇
だ
っ
た
の
で
、
誰
か
と
遊
ぼ
う
か
と
思
っ
た
が
、
特
に
一
緒
に
す
る
よ
う
な

事
も
無
い
。

（
と
り
あ
え
ず
、
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
 

†
 

Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
本
部
に
で
も
行
っ

ゴ
ー
ス
ト

ハ
ン
タ
ー
ズ

て
み
る
か
・
・
・
）

本
部
に
は
、
司
令
室
、
食
堂
、
倉
庫
、
休
憩
所
、
技
の
練
習
な
ど
に
使
う
部
屋

な
ど
が
あ
る
。

あ
ま
り
行
っ
た
事
は
無
い
の
で
、
よ
く
は
知
ら
な
い
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
部

屋
が
あ
る
。

本
部
に
行
け
ば
、
他
に
人
が
必
ず
い
る
、
な
の
で
、
暇
な
と
き
は
た
ま
に
行
く
。

本
部
は
、
町
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
、
大
き
な
建
物
だ
。

俺
や
朱
音
の
家
が
あ
る
の
は
、
南
地
区
だ
。

ア
カ
ネ

こ
の
町
は
、
円
に
近
い
形
で
、
そ
れ
を
、
ほ
ぼ
４
等
分
に
し
て
、
東
西
南
北
で
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地
区
分
け
し
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
大
き
い
町
じ
ゃ
な
い
の
で
、
自
転
車
で
も
数
十
分
あ
れ
ば
、
だ
い
た

い
ど
ん
な
場
所
に
で
も
行
け
る
。

俺
は
、
自
転
車
を
出
し
て
、
本
部
へ
と
走
ら
せ
た
。

「
ふ
ぅ
、
や
っ
と
着
い
た
か
」

「
お
、
慶
君
じ
ゃ
な
い
か
」

ケ
イ

さ
っ
そ
く
知
り
合
い
に
出
会
っ
た
よ
う
だ
・
・
・
。

「
白
橋
さ
ん
！
」

こ
の
人
は
、
白
橋
　
芹
那
さ
ん
。

シ
ラ
ハ
シ

セ
リ
ナ

俺
の
先
輩
で
あ
る
。

何
度
か
、
一
緒
に
敵
と
戦
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
コ
に
来
る
と
き
に
も
、
よ

く
会
う
。

確
か
年
齢
は
１
７
だ
っ
た
か
な
・
・
・
。

「
そ
う
だ
、
明
日
は
よ
ろ
し
く
な
」

「
明
日
？
　
明
日
っ
て
、
下
級
霊
の
・
・
・
？
」

ゴ
ー
ス
ト

「
あ
あ
、
そ
う
だ
が
？
」

「
白
橋
さ
ん
も
行
く
の
か
？
」

「
う
む
」

「
地
区
は
？
」

「
西
地
区
だ
が
、
そ
れ
よ
り
慶
君
、
何
か
敬
語
が
普
通
の
言
葉
と
ま
じ
っ
て
る

な
・
・
・
」

「
ス
イ
マ
セ
ン
・
・
・
」

「
私
の
名
前
だ
け
敬
語
だ
な
」

「
年
上
だ
か
ら
な
ぁ
～
」
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「
芹
那
さ
ん
・
・
・
、
も
、
変
だ
な
・
・
・
」

『
姉
御
な
ん
て
、
ど
う
？
』

「
「
！
？
」
」

「
な
ん
だ
、
朱
音
か
・
・
・
」

ア
カ
ネ

「
ま
て
よ
、
姉
御
？
」

「
だ
っ
て
、
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
？
」

「
姉
御
か
・
・
・
、
俺
に
、
そ
う
呼
べ
と
？
」

「
私
が
『
姉
御
』
と
呼
ば
れ
る
の
か
？
」

「
じ
ゃ
あ
、
姉
御
、
明
日
は
よ
ろ
し
く
！
」

「
ん
？
　
あ
あ
、
よ
ろ
し
く
」

「
じ
ゃ
あ
、
慶
、
姉
御
、
な
に
す
る
？
」

「
朱
音
は
、
何
か
や
り
た
い
事
な
い
の
か
？
」

「
な
い
か
ら
言
っ
て
ん
で
し
ょ
！
？
」

「
そ
れ
も
そ
う
か
・
・
・
」

「
姉
御
は
何
か
な
い
？
」

「
私
も
特
に
は
無
い
が
、
明
日
の
戦
法
な
ん
か
考
え
た
ら
ど
う
だ
？
」

「
俺
た
ち
３
人
以
外
は
西
地
区
に
は
来
な
い
の
か
？
」

「
そ
う
ら
し
い
わ
」

「
な
ん
で
朱
音
が
知
っ
て
ん
だ
よ
？
」

「
一
度
、
確
認
の
た
め
に
本
部
に
連
絡
し
た
か
ら
よ
」

「
あ
あ
、
そ
う
か
・
・
・
」

「
俺
は
接
近
戦
し
か
無
理
だ
か
ら
な
」

「
私
の
武
器
は
銃
系
だ
か
ら
、
遠
距
離
の
方
が
有
利
だ
な
」

「
私
も
、
弓
系
だ
か
ら
、
遠
く
か
ら
の
ほ
う
が
有
利
よ
」

「
近
距
離
で
戦
う
の
、
俺
だ
け
か
よ
っ
！
？
」

「
ま
ぁ
、
頼
り
に
し
て
る
よ
、
慶
君
」
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俺
た
ち
は
、
そ
の
ま
ま
い
く
つ
か
話
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
へ
帰
っ
た
。

明
日
の
戦
闘
に
そ
な
え
て
、
今
日
は
早
く
寝
る
事
に
し
た
。
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戦
い
に
備
え
て
・
・
・
（
後
書
き
）

私
の
小
説
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
想
な
ど
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

間
違
い
な
ど
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
れ
で
は
・
・
・
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登
場
人
物
紹
介

～
登
場
人
物
紹
介
～

式
折
　
慶

シ
キ
オ
リ

ケ
イ

男
　
１
４
才
　
身
長
１
６
２
ｃ
ｍ
　
体
重
４
９
ｋ
ｇ

霊
滅
団
の
一
員
、
霊
滅
師
（
戦
闘
を
担
当
）
。

霊
滅
武
器
は
剣
形
の
『
滅
霊
剣
』
特
に
修
飾
は
無
く
、
刃
が
薄
い
水
色
。

め
つ
れ
い
け
ん

髪
は
染
め
て
い
な
い
が
、
少
し
茶
色
っ
ぽ
く
、
前
髪
も
後
ろ
髪
も
、
そ
こ
ま
で

長
く
な
い
。

親
が
共
働
き
な
の
で
、
家
事
は
大
体
こ
な
せ
る
。
兄
弟
は
居
な
い
。

家
は
南
地
区
に
あ
り
、
朱
音
の
家
と
近
い
。
朱
音
と
は
同
級
生
。

１
４
歳
に
な
っ
て
か
ら
霊
滅
団
に
入
っ
た
。

篠
崎
　
朱
音

シ
ノ
ザ
キ

ア
カ
ネ

女
　
１
４
才
　
身
長
１
５
６
ｃ
ｍ
　
体
重
は
？
？
ｋ
ｇ

霊
滅
団
の
一
員
、
霊
滅
師
。

霊
滅
武
器
は
弓
形
の
『
放
光
弓
』
光
を
纏
っ
た
矢
が
放
た
れ
る
。

ほ
う
こ
う
き
ゅ
う

髪
は
黒
、
髪
型
は
、
肩
く
ら
い
ま
で
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
。
白
い
リ
ボ
ン
で
、
耳

の
少
し
上
辺
り
で
く
く
っ
て
い
る
。

父
親
は
仕
事
に
行
っ
て
い
て
、
平
日
は
夜
だ
け
し
か
居
な
い
が
、
母
親
は
家
で

家
事
を
し
て
い
る
。

家
は
南
地
区
に
あ
る
。
慶
と
同
級
生
。

霊
滅
団
に
入
っ
た
の
は
、
１
３
歳
の
時
で
、
当
時
は
ま
だ
慶
は
居
な
か
っ
た
。
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白
橋
　
芹
那

シ
ラ
ハ
シ

セ
リ
ナ

女
　
１
７
才
　
身
長
１
６
９
ｃ
ｍ
　
体
重
は
？
？
ｋ
ｇ

霊
滅
団
の
一
員
、
霊
滅
師
。

霊
滅
武
器
は
銃
形
の
『
霊
撃
銃
』
　
下
級
霊
だ
と
、
一
発
当
て
る
と
倒
せ
る
。

れ
い
げ
き
じ
ゅ
う

ゴ
ー
ス
ト

実
は
、
も
う
一
つ
、
霊
滅
武
器
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
い
な
い
と
か
・
・
・
。

髪
は
紺
色
っ
ぽ
い
。
髪
型
は
、
腰
の
少
し
上
の
辺
り
ま
で
あ
る
、
ポ
ニ
ー
テ
ー

ル
。

ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
ら
し
い
。
よ
く
霊
滅
団
本
部
に
来
て
い
る
。

家
は
西
地
区
で
、
慶
達
の
家
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
。

慶
や
朱
音
の
先
輩
で
、
姉
御
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

頼
り
が
い
の
あ
る
、
お
姉
さ
ん
。

霊
滅
団
に
は
、
６
，
７
年
前
か
ら
所
属
し
て
い
た
ら
し
い
。
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登
場
人
物
紹
介
（
後
書
き
）

一
応
、
設
定
を
ま
と
め
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
で
、
登
場
人
物
紹
介
で
す
。

感
想
や
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
の
が
あ
れ
ば
、
是
非
お
願
い
し
ま
す
。
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不
安

約
５
時
半
、
俺
は
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
た
。

「
本
部
に
集
合
す
る
時
間
は
８
時
だ
っ
た
な
・
・
・
」

「
確
か
、
霊
が
・
・
・
ん
、
待
て
よ
、
何
で
霊
が
来
る
日
に
ち
が
分
か
る
ん
だ

ゴ
ー
ス
ト

？
」

「
つ
ー
か
、
独
り
言
か
・
・
・
・
・
」

「
こ
の
町
に
は
、
霊
を
感
知
す
る
レ
ー
ダ
ー
み
た
い
な
の
が
あ
ん
の
よ
」

「
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
、
っ
て
、
な
ん
で
朱
音
が
居
ん
だ
よ
っ
！
？
」

「
朝
早
く
起
き
ち
ゃ
っ
て
、
で
、
来
て
み
た
ら
、
慶
の
お
母
さ
ん
が
入
れ
て
く

れ
た
の
」

「
・
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
」

「
な
に
よ
？
」

「
な
ん
で
も
ね
ー
よ
」

「
ん
で
、
レ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
？
」

「
あ
、
う
ん
、
そ
れ
で
、
そ
の
レ
ー
ダ
ー
で
、
霊
の
居
場
所
と
か
が
分
か
る
み

た
い
」

「
居
場
所
は
分
か
る
け
ど
よ
、
じ
ゃ
あ
、
霊
が
来
る
時
間
は
？
」

「
ん
～
、
そ
れ
は
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
な
い
ら
し
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

「
ど
う
言
う
こ
と
だ
よ
？
」

「
さ
ぁ
？
」

「
ま
ぁ
、
い
い
か
、
け
ど
、
８
時
集
合
で
８
時
よ
り
前
に
霊
が
来
た
ら
ど
う
す

る
ん
だ
よ
・
・
・
？
」

「
さ
あ
？
　
そ
の
時
は
、
直
接
戦
い
に
行
く
事
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
テ
キ
ト
ー
だ
な
・
・
・
」

「
と
こ
ろ
で
慶
、
ま
だ
行
く
ま
で
に
２
時
間
ち
ょ
っ
と
あ
る
け
ど
、
何
す
る
？
」
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「
う
～
ん
・
・
・
」

「
あ
、
そ
う
い
え
ば
ア
ン
タ
、
朝
ご
飯
ま
だ
で
し
ょ
？
」

「
あ
、
そ
っ
か
、
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
食
っ
て
く
る
」

「
食
っ
て
く
る
・
・
・
っ
て
、
私
は
？
」

「
優
雅
に
朝
飯
を
食
う
俺
を
見
て
、
何
か
心
に
感
じ
と
け
」

「
意
味
分
か
ん
な
い
し
」

結
局
、
俺
が
飯
を
食
っ
て
る
間
、
隣
で
武
器
の
手
入
れ
（
？
）
の
よ
う
な
事
を

し
て
い
た
。

（
必
要
無
い
ハ
ズ
だ
け
ど
な
）

し
ば
ら
く
の
間
、
朱
音
と
喋
っ
た
り
し
て
、
テ
キ
ト
ー
に
時
間
を
潰
し
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
、
出
発
し
た
方
が
良
さ
そ
う
ね
・
・
・
」

「
ん
？
あ
あ
、
そ
う
だ
な
」

「
ど
う
す
る
？
ア
レ
使
っ
て
、
走
っ
て
行
く
？
そ
れ
と
も
、
普
通
に
自
転
車
で

行
く
？
」

「
ア
レ
は
戦
闘
中
に
と
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
」

「
じ
ゃ
あ
、
自
転
車
で
決
定
ね
」

「
あ
あ
、
そ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
ら
な
」

（
「
ア
レ
」
と
は
、
飲
む
と
、
使
用
者
の
身
体
能
力
が
大
幅
に
上
が
る
霊
滅
団

の
一
部
の
人
間
に
配
布
さ
れ
る
　
　
薬
の
こ
と
で
少
量
使
え
ば
問
題
な
い
が
、

連
続
し
て
複
数
回
使
用
す
る
と
、
体
に
副
作
用
が
あ
る
）

「
じ
ゃ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ
よ
？
」

「
あ
あ
」
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そ
の
ま
ま
本
部
ま
で
、
自
転
車
を
走
ら
せ
た
。

「
ふ
ぅ
・
・
・
」

今
は
春
と
は
い
え
、
す
で
に
気
温
が
高
い
、
俺
は
服
の
袖
で
、
汗
を
拭
う
。

「
着
い
た
わ
ね
」

「
さ
て
、
入
る
か
・
・
・
」

俺
と
朱
音
は
、
中
央
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
、
全
員
が
集
合
す
る
の
を
待
っ
た
。

俺
は
、
そ
の
頃
か
ら
、
何
か
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

こ
の
下
級
霊
討
伐
任
務
で
、
何
か
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
・
・
・
・
・
。

そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
・
・
・
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不
安
（
後
書
き
）

か
な
り
更
新
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
、
ス
ミ
マ
セ
ン
・
・
・

ま
た
更
新
が
遅
れ
る
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
・
・
・
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戦
闘
開
始
！

集
合
時
間
の
数
分
前
、
最
後
の
一
人
と
思
わ
れ
る
男
が
入
っ
て
き
た
。

少
し
茶
色
っ
ぽ
い
髪
（
地
毛
ら
し
い
）
を
目
に
少
し
か
か
る
く
ら
い
、
後
ろ
は

首
が
大
分
隠
れ
る
く
ら
い
ま
で
伸
ば
し
て
い
る
。

「
さ
て
、
全
員
そ
ろ
っ
た
な
・
・
・
」

「
今
日
は
先
日
に
も
伝
え
た
通
り
、
下
級
霊
と
の
戦
い
だ
。
だ
が
、
く
れ
ぐ
れ

も
気
は
抜
か
な
い
よ
う
に
」

「
で
は
、
各
自
、
担
当
区
域
へ
行
け
！
」

俺
た
ち
は
、
司
令
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
区
域
に
つ
い
て
、
連
絡
を
待
っ

た
。

本
部
か
ら
、
連
絡
が
入
る
。

俺
た
ち
が
い
つ
も
持
ち
歩
い
て
い
る
、
無
線
機
。
簡
単
に
言
え
ば
携
帯
電
話
の

よ
う
な
も
の
だ
。

『
霊
が
数
体
、
そ
れ
と
、
何
か
巨
大
な
霊
力
の
反
応
が
あ
る
わ
』

「
だ
っ
て
・
・
・
」

『
ま
だ
、
大
き
い
霊
力
の
反
応
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
て
ね
』

「
了
解
し
ま
し
た
」

「
大
き
い
霊
力
の
反
応
か
・
・
・
気
に
な
る
な
」

「
ふ
む
・
・
・
、
も
し
か
し
た
ら
、
上
級
霊
か
も
知
れ
な
い
な
・
・
・
」

「
上
級
霊
っ
て
・
・
・
強
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
ま
ぁ
、
俺
ら
じ
ゃ
、
か
な
り
手
こ
ず
る
だ
ろ
う
な
」
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「
だ
っ
た
ら
、
ど
う
す
ん
の
よ
？
」

「
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
私
た
ち
３
人
で
何
と
か
す
る
し
か
な
い
な
」

「
マ
ジ
か
よ
・
・
・
」

「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
敵
の
お
出
ま
し
の
よ
う
だ
な
、
朱
音
、
慶
君
、
準
備
は
い

い
か
？
」

「
あ
あ
、
も
ち
ろ
ん
」

「
私
も
」

「
よ
し
、
な
ら
、
い
っ
ち
ょ
歓
迎
会
と
い
き
ま
す
か
！
」

俺
た
ち
は
共
に
武
器
を
構
え
、
敵
を
迎
え
撃
つ

「
行
く
ぜ
！
」

前
方
へ
と
駆
け
出
し
、
剣
を
振
る
。

後
方
か
ら
鳴
り
響
く
銃
声
、
放
た
れ
る
光
の
矢
。

み
る
み
る
敵
の
数
は
減
っ
て
い
っ
た
。

敵
の
数
は
多
い
も
の
の
、
前
よ
り
俺
た
ち
は
強
く
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
今
回
は
楽
だ
」
と
、
み
ん
な
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
・
・
・
。

完
全
に
、
「
大
き
な
霊
力
の
反
応
」
の
事
を
忘
れ
て
い
た
。
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戦
闘
開
始
！
（
後
書
き
）

か
な
り
更
新
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
１
週
間
く
ら
い
は
、
執
筆
が
で
き
な
い
の
で
、
ま
た
遅
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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激
闘
！
炎
の
霊
操
者

半
数
以
上
の
霊
が
消
え
た
頃
だ
っ
た
、
唐
突
に
前
方
か
ら
繰
り
出
さ
れ
た
紅
い

衝
撃
に
、
俺
は
避
け
る
間
も
な
く
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

「
が
っ
・
・
・
・
」

攻
撃
を
モ
ロ
に
受
け
た
俺
は
、
後
ろ
に
あ
っ
た
壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。

「
ぐ
・
・
・
ぁ
・
・
・
・
」

「
慶
！
？
」

「
慶
君
！
？
」

「
仲
間
の
心
配
よ
り
自
分
の
心
配
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
」

姉
御
と
朱
音
が
声
の
し
た
方
を
睨
ん
だ
。

俺
も
、
痛
み
を
堪
え
つ
つ
、
立
ち
上
が
り
な
が
ら
そ
の
方
向
を
見
た
。

そ
こ
に
は
、
奇
妙
な
服
装
に
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
、
黒
髪
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

（
人
型
の
霊
な
ん
て
、
聞
い
た
事
ね
ぇ
ぞ
・
・
・
）

「
行
く
ぜ
っ
！
！
」

そ
の
瞬
間
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
近
く
は
あ
り
そ
う
な
巨
大
な
火
の
玉
が
朱
音
を

襲
う
。

し
か
し
、
姉
御
も
そ
の
隙
を
つ
き
、
男
に
銃
弾
を
放
つ
。

朱
音
も
火
の
玉
を
避
け
、
反
撃
に
で
よ
う
と
す
る
、
が
、
そ
の
時
既
に
敵
は
そ

の
場
か
ら
消
え
て
い
た
。
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「
何
処
っ
？
！
」

ど
こ

姉
御
に
は
、
敵
の
動
き
が
見
え
て
い
た
（
？
）
ら
し
く
、
姉
御
の
指
し
た
方
の

家
の
屋
根
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。

（
な
っ
・
・
・
一
瞬
で
あ
ん
な
所
ま
で
・
・
・
）

「
た
だ
の
敵
じ
ゃ
な
い
み
た
い
ね
・
・
・
」

「
そ
う
み
た
い
だ
な
」

「
そ
ん
な
事
よ
り
、
今
は
ヤ
ツ
を
倒
す
事
に
専
念
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
」

「
そ
れ
も
そ
う
ね
」

「
話
は
終
わ
り
か
？
」

男
が
問
う
。

「
あ
あ
、
終
わ
り
だ
」

答
え
る
と
同
時
に
、
俺
は
駆
け
出
し
、
前
方
に
大
き
く
跳
ん
だ
。

俺
た
ち
霊
滅
師
は
、
霊
力
と
魂
の
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
を
う
ま
く
活
用
す
る
と
、
も
と
も
と
の
人
間
の
数
倍
に
も
及
ぶ
運
動
能

力
を
引
き
出
せ
る
。

つ
ま
り
、
卑
怯
（
？
）
な
手
を
使
え
ば
、
運
動
の
競
技
な
ら
、
い
く
ら
で
も
い

い
記
録
が
出
せ
る
っ
て
事
だ
。

ま
ぁ
、
霊
と
の
戦
闘
以
外
で
、
武
器
と
力
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
な
い
け
ど
な
・

・
・
。

そ
し
て
、
敵
と
の
間
合
い
を
詰
め
る
事
に
は
成
功
し
た
。

後
ろ
で
朱
音
と
姉
御
が
武
器
を
構
え
て
い
る
。
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敵
の
頭
上
か
ら
、
剣
を
振
り
下
ろ
す
。

「
紅
蓮
刀
！
」

男
が
そ
う
叫
ん
だ
か
と
思
う
と
、
俺
の
剣
は
、
紅
く
燃
え
る
太
刀
に
よ
っ
て
弾

か
れ
て
い
た
。

（
コ
イ
ツ
も
剣
を
・
・
・
！
？
）

男
は
、
そ
の
ま
ま
刀
で
斬
り
か
か
っ
て
く
る
。

「
う
ぉ
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
危
ね
ぇ
・
・
・
（
汗
」

そ
の
攻
撃
を
体
す
れ
す
れ
で
防
ぎ
、
一
度
構
え
な
お
し
前
へ
突
き
出
す
。

し
か
し
、
男
は
そ
の
突
き
を
も
刀
で
払
い
、
す
か
さ
ず
攻
撃
し
て
く
る
。

（
隙
が
大
き
す
ぎ
た
・
・
・
・
避
け
き
れ
ね
ぇ
？
！
）

や
ら
れ
た
、
と
、
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
後
方
か
ら
放
た
れ
た
弾
丸
に
よ
っ
て
、

そ
の
太
刀
筋
は
わ
ず
か
に
ず
れ
た
。

コ
レ
な
ら
か
わ
せ
る
、
そ
う
思
っ
た
俺
は
咄
嗟
に
身
を
捻
り
、
回
避
し
た
。

と
っ
さ

他
の
霊
と
戦
い
な
が
ら
も
、
俺
の
方
に
気
を
配
っ
て
く
れ
て
い
た
姉
御
に
感
謝

し
つ
つ
、
再
び
構
え
な
お
す
。

「
お
前
、
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」

男
が
言
う
。

「
ア
ン
タ
も
な
」
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俺
は
そ
う
返
し
た
。

「
俺
は
、
霊
魂
軍
・
炎
の
霊
操
者
、
レ
イ
ド
・
グ
ラ
ン
だ
、
お
前
は
？
」

「
俺
は
、
霊
滅
師
、
式
折
慶
だ
」

「
そ
う
か
、
上
か
ら
撤
退
命
令
が
出
た
ん
で
な
、
俺
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
と
し
よ

う
」

「
霊
の
後
始
末
は
頼
ん
だ
！
　
じ
ゃ
あ
な
」

そ
う
言
っ
て
、
炎
の
霊
操
者
と
名
乗
る
男
は
、
遠
く
へ
と
消
え
て
行
っ
た
。
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激
闘
！
炎
の
霊
操
者
（
後
書
き
）

テ
ス
ト
と
か
色
々
あ
っ
て
、
ま
た
更
新
が
お
そ
く
な
り
ま
し
た
・
・
・
（
汗

１
ヶ
月
に
一
度
は
必
ず
更
新
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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戦
い
の
後
で
・
・
・

「
は
ぁ
、
は
ぁ
・
・
・
・
、
危
な
か
っ
た
ぜ
」

「
私
も
ど
う
な
る
事
か
と
、
ひ
や
ひ
や
し
た
よ
・
・
・
」

「
そ
う
だ
姉
御
、
さ
っ
き
は
ア
リ
ガ
ト
な
！
」

「
ん
？
　
な
に
、
礼
に
は
及
ば
ん
よ
。
仲
間
を
助
け
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
だ
ろ
う
？
」

「
・
・
・
・
・
（
会
話
に
入
れ
な
い
）
」

「
朱
音
、
ど
う
し
た
？
」

「
ぇ
？
　
い
や
、
別
に
・
・
・
」

「
テ
ン
シ
ョ
ン
が
低
い
じ
ゃ
な
い
か
、
何
か
あ
っ
た
の
か
？
」

「
特
に
何
も
な
い
け
ど
・
・
・
」

「
そ
う
か
？
な
ら
、
い
い
ん
だ
け
ど
な
」

「
た
だ
・
・
・
・
」

「
「
た
だ
？
」
」

「
私
も
、
も
う
少
し
強
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
、
っ
て
」

「
あ
あ
、
確
か
に
な
」

「
今
回
も
、
敵
が
撤
退
し
て
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

し
、
な
」

「
ま
ぁ
、
も
っ
と
修
行
に
は
げ
め
、
っ
て
事
か
・
・
・
」

そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
、
本
部
に
今
回
現
れ
た
「
霊
操
者
」
の
情
報
の
事
を

連
絡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
っ
た
。

家
の
鍵
を
開
け
、
冷
た
い
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
。
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「
た
だ
い
ま
・
・
・
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
ド
ア
を
開
け
る
。

も
ち
ろ
ん
、
親
は
ま
だ
帰
っ
て
お
ら
ず
、
返
事
は
な
い
。

「
ま
だ
飯
に
は
早
い
し
、
暇
だ
な
・
・
・
」

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
、
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
む
。

し
ば
ら
く
し
て
、
沈
黙
を
遮
る
よ
う
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
、
本
部
か
ら
だ
。

『
式
折
　
慶
さ
ん
、
で
す
か
？
』

「
は
い
、
そ
う
で
す
が
」

『
明
日
、
用
事
が
な
け
れ
ば
、
本
部
に
来
て
く
れ
と
の
事
で
す
』

「
分
か
り
ま
し
た
」

特
に
用
事
も
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
そ
う
答
え
て
お
い
た
。

（
何
か
あ
る
の
か
・
・
・
？
）

そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
う
ち
に
、
大
分
時
間
が
経
っ
た
。

俺
は
飯
を
作
っ
て
、
数
分
で
食
べ
終
え
、
風
呂
を
上
が
っ
て
か
ら
、
朱
音
に
電

話
を
か
け
た
。

『
も
し
も
し
？
』

「
式
折
で
す
け
ど
・
・
・
」

『
ん
、
慶
？
』

「
あ
あ
、
本
部
か
ら
、
連
絡
あ
っ
た
か
？
」

『
あ
っ
た
け
ど
、
何
？
』

「
い
や
、
別
に
・
・
・
・
」

『
変
な
電
話
か
け
な
い
で
よ
ね
』

「
悪
ぃ
・
・
・
」
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切
ら
れ
た
、
自
分
で
も
何
の
た
め
に
電
話
し
た
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
・
・

・と
り
あ
え
ず
、
今
日
は
昼
の
戦
闘
で
疲
れ
た
か
ら
、
寝
よ
う
。

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
考
え
事
を
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
眠

っ
て
い
た
。
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戦
い
の
後
で
・
・
・
（
後
書
き
）

ま
だ
学
生
な
の
で
、
期
末
テ
ス
ト
な
ど
が
あ
り
、
な
か
な
か
更
新
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
・
・
・
。

も
う
夏
休
み
に
入
る
の
で
、
時
間
の
あ
る
と
き
は
、
長
い
話
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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